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研究成果の概要（和文）：近年，研究評価のための客観的指標に対する要請が高まり，ビブ

リオメトリックス指標に関心が向けられている。しかし，現状の一次元的な評価法から得

られる情報だけでは，評価される側の大学や研究機関が自らの強みや弱点を知り，将来の

方向性を定めるために評価結果を十分に活用することができない。本研究は，大学の特徴

を多次元的に捉えるアセスメント手法の研究を行うものである。論文数・被引用数だけで

なく，研究費，特許データ，ウェブや新聞メディアにおけるプレスリリースといった多様

なアウトプット指標に着目し，大学の研究活性度や大学間研究ネットワークを実証的に分

析した。その結果，大学の研究規模・研究活動における産学連携や国際化の特徴等，さま

ざまな点において大学間で大きく異なることなどが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：Universities research evaluation and rankings are increasingly 
popular. Today, a lot of countries have some form of ranking system operated by 
government and accreditation agencies, higher education, research and commercial 
organizations, or the media. How to create a new and more coherent methodology to 
assess the research produced by universities is an important issue to solve. We need to 
have flexible and multidimensional methodologies to adapt to assess the diverse and 
complex nature of research in universities. In this study, we tried to use various data, 
including not only number of publications and citations, but also grant-in-aids, patents, 
press release information from universities websites and media as outputs of 
universities to see their different characteristics and research activities. 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年代頃より大学改革が進み，特に国
立大学の法人化以降，大学の説明責任の重要
性が強調され，大学や研究機関の研究活動を
評価することへの要求が強まっている。評価
への社会的要請が高まれば，評価の公平性や
一般社会すなわち非専門家に向けた透明性
を確保することが重要になる。そのために，
専門研究者間での評価 (peer review)にかわ
り，評価者の主観に左右されない客観的な評
価手法が求められるようになった。そうした
動向の中で，研究者個人や研究機関を評価す
るために，論文数や引用数あるいはインパク
トファクタといった計量書誌学的指標を使
おうという動きや，研究成果を政策的に評価
し公的研究資金の配分に直結させようとい
う動きが現れてきている。 

一方，大学の国際化が求められる中，世界
の大学ランキングへの注目度も増している。
2003 年 6 月中国上海交通大学高等教育研究
所が世界ではじめて世界大学の学術ランキ
ン グ (Academic Ranking of World 
Universities: ARWU) を発表し，翌 2004 年
11 月には，英国の日刊紙タイムズの別冊高等
教育版(THES) も「タイムズ高等教育 QS 世
界大学ランキング  ( The Times Higher 
Education-QS World University Rankings: 
THES-QS)を発表した。以来，毎年いくつも
の世界大学ランキングが発表され，各大学の
順位付け，前年との比較に世界中の注目が集
まっている。 

このように，大学ランキングはグローバル
で驚異的な影響をもつものとなっているが，
多くの計量書誌学専門家，また世界大学ラン
キングの提案者自身も指摘しているとおり，
これらのランキングは方法論的・技術的に万
全なものだとは言えない。たとえば，研究の
生産性や質を評価するためにどんな指標を
用いるのか，大学の分野構成や規模の違いを
考慮するのかしないのか，考慮するとしたら
どのようにするのか，複数の指標のそれぞれ
にどんな重み付けを与えるかなど，検討を要
する問題が数多く残されている。これらの問
題に対する答えを得るためには，理論的およ
び実証的な研究を重ねる必要がある。また，
従来のランキングは一次元的に大学を順位
付けしているが，大学の研究活動は多様な側
面をもっており，ランキングの利用目的によ
っても，適切なランキングの次元は異なって
くると考えられる。 

これらのことを踏まえるならば，研究活動
を構成する要素を明らかにし，それぞれの要
素を把握できる信頼性・妥当性の高い指標を
見出すこと，それら多次元の要素を無理に一
元化することなく多次元で評価するための
方法論を確立することが，現代の喫緊の課題

であるといえよう。 
 
２．研究の目的 

研究評価のための客観的指標に対する要
請の高まりにつれて，計量書誌学的指標に関
心が向けられている。しかし，研究評価諸指
標は適切に用いられているとは言い難く，評
価される側の大学や研究機関も，評価結果か
ら得られる情報を活用しているともいえな
い。研究評価は本来，各大学・研究機関が自
らの強みや弱点を知り，将来の方向性を決め
るために用いるべきものであり，その結果に
一喜一憂するだけであってはならない。本研
究は，大学の研究力を単に一次元的にランキ
ングするのではなく，大学の特徴を明示でき
る多次元アセスメント手法の開発を試みる
ものである。 
 
３．研究の方法 
本研究では，大学の研究活動を表す次元・

構成要素について調査・選定し，基盤となる
データを整備するとともに，それらの要素の
諸指標について，方法論的・技術的に検討す
る。 
大学の研究活動の成果としてもっとも重

要である論文については，引用索引データベ
ースを用いた書誌計量学的分析を行う。大学
の研究活動の実態・特徴を総合的に評価する
ため，米国 Thomson Reuters 社作成の Web of 
Science データベースと国立情報学研究所作
成の日本論文の「引用文献索引データベー
ス」(CJP)を用いて，国際・国内的視点から
調査分析を行う。 
研究力の指標として論文数・論文の被引用

回数以外に研究費に着目し，科学研究補助金
データを用いて研究分担者の情報も取り入
れながら，研究費指標を用いた大学間研究ネ
ットワークについて検討を進める。 
また，近年，産学連携や特許取得も多くの

大学で精力的に進められている。これまで
我々は産学連携について主に論文の共著関
係から分析を行ってきたが，これらの指標と
は別に、特許データや大学の Web サイトやマ
スメディアに現れた情報により産学連携の
状況を分析，計量化することにも取り組む。 
 
４．研究成果 
本研究は，上述したさまざまな視点からデ

ータ・指標について基礎的な分析を行い，結
果を国際・国内学会等にて発表・公開してい
る。詳細については，個別の発表を参照にし
てほしい。結果の一部を以下に報告する。 
 
① 学術の国際化による日本の大学論文の共

著関係の変化 
日本の産学連携について学術論文の共著



関係に基づく分析を行い，大学と企業の連関
が弱まる一方，海外との連関が年々強まって
いることを見出した。このことは，国内知識
生産システムを説明するのに海外との連携
を考慮する必要性を示唆する。そこで，我々
は，米国 Thomson Reuters 社作成の
National Citation Report for Japan (NCR-J) 
1997-2006 を用い，日本の学術の国際研究ネ
ットワークの形成および産学連携の時系列
変化に関する実態をより詳細に分析した。そ
の結果の一部は以下の通りである。 

① 著者数と論文数の関係 

図１と図２では，各年の論文総数に占める著
者数別論文の割合を示す。年によらず，生医
系では，4～6 人の共著論文が多く，10 人以
上もかなりの割合になる。近年になるほど著
者数の多い方へシフトしていることもわか
る。実際，著者数 6 人以上の論文の割合は，
1997 年の 42%から，2006 年には 54%へと増え
ている。理工系は生医系と比べると著者数が
少ない方に偏っており，論文数最多は共著者
数 3のときである。 
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図 　著者数別の論文数割合（生医）1
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② 著者数と引用度の関係 

著者数が増えるにつれて，引用度が直線的
に上がる傾向を読みとることができる。とく
に，生医系では，引用度の上がり方が顕著で
ある。複数の著者の連携のあり方によって，
引用度の上がり方に違いがあるかどうかを
検討するために，著者たちの所属を，「大学
のみ」，「大学と企業」，「大学と海外」，「大学・

企業・海外」の 4群に分けて，群別に著者数
（10 人まで）と引用度の関係を見た（図 5）。 
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生医系では，すべての著者が大学に所属し

ている場合には著者数が多くなっても引用
度の上がり方は大きくない一方で，海外著者
を含む場合には，どの著者数においても一貫
して引用度が高く，著者数が増えると引用度
が大きく上がっている。これに対して，理工
系では，大学・海外の著者を含む論文の引用
度はやや高いが，生医系の場合と比べると，
著者所属による大きな違いは見られないよ
うである。 
 
③ 国際共著（海外との連携）と引用度 
総体的に海外機関に所属する著者を含む

論文の引用度が高いことが示唆されたこと
から，著者の所属機関によって８パタンに群
分けをして，群別に引用度を示した（図 7）。
生医系では，米亜欧，米欧のように，米と欧
を共著者に含む論文の引用度が高い。理工系
では，米欧が他と比べて際だつことはないが，
米亜欧のすべてを著者に含む論文の引用度
は他と比べて明らかに高い。 
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④ 国際共著と産学論文の変化 
海外とくに米欧の著者を含む論文の引用

度が高いことが明らかになったが，国内機関
と海外機関の共著関係の違いによる論文数
と引用度を詳細に検討すると，共著関係の変
化が明らかに見えてくる。 
 例えば，引用度については，生医系では，



国内著者のみの論文と比べて，海外著者を含
む論文の引用度が概ね 2倍程度高いこと，大
学の著者を含む論文では，企業の著者との共
著であるときの引用度が高いことなどがわ
かる。理工系についても海外著者を含む論文
の引用度が高いが，海外の著者を含まない論
文との違いは，生医系の場合ほど大きくない。
また，理工系では著者が企業に所属する論文
の引用度が低く，とくに海外の著者を含まな
い場合には大学との共著でも，大学単独の論
文よりも引用度が低くなっている。 
 このように，海外機関との共同研究は，そ
の成果たる国際共著論文の露出度が高く，従
って引用度も高い。日本の学術研究の国際化
が海外機関との共著論文の増加というかた
ちで進展した様相が明らかになった。一方，
国内の産学連携は停滞しているようにも見
える。それがもし引用度に注目した研究業績
評価の影響によるものであれば，研究評価を
行う際に注意が必要であろう。 
 
 
(2) 科研費データによる大学評価指標の考察 
研究費は，研究者数と同様に，大学の研究

生産性に影響を与える重要なインプット指
標であると考えられる。一方，研究費申請に
対して同業者による厳しい審査が行われる
ことから，研究費採択件数や金額は，論文数
や引用数と同様に大学研究成果のアウトプ
ット指標としても用いうると考えられる。本
研究では，科研費データを用いて，研究代表
者だけでなく研究分担者にも着目し，大学評
価の指標や大学間研究ネットワークについ
て考察を試みた。 
① 研究分担者を考慮に入れた分数カウント

法の提案 
従来は，科研費の採択状況について見ると

きは，各科研費の研究代表者の所属する研究
機関だけをカウントしている。我々は，研究
分担者も考慮に入れた分数カウント法を提
案し，従来のカウント法と比較した。提案し
た方法を採用したときの状況を見るために，
1996年から2007年までの基盤研究(A)(B)(C)
について，従来のカウント法（科研費代表者
所属の研究機関だけをカウント）に加え，２
つの分数カウント法(W1 と W2)を適用した。 

どの分野においても，中規模の研究機関は，
従来の方法と比べて分数カウントによる件
数の割合が比較的に高く，研究代表者として
科研費を獲得すると同時に研究分担者とし
ても科研費プロジェクトに貢献しているこ
とがわかる。大規模の研究機関と小規模の研
究機関は，従来のカウント法の方が大きめに
カウントされていた。 

一方，従来の方法と分数カウント法
(W1,W2)の結果どうしの相関はきわめて高く，
分野あるいは年度によらず，0.95 以上の相関

があることもわかった。大学・研究機関の研
究力を示す指標の一つとして，または，大
学・研究機関の科研費件数をランキングする
ためであれば，どのカウント方法を用いても
大きな差がないことが示された。 
 
② 科研費プロジェクトにおける分担状況 
科研費プロジェクトにおける研究分担者

としての共同研究への貢献について，同一機
関内での参加であるのか，外部機関の科研費
で研究分担をしているのかという視点から
各研究機関の状況を分析した。これまで科研
費は研究代表者のみで論じられ，研究分担者
については取り上げられなかったが，研究分
担者の情報を取り入れることにより，中小の
大学の果たしている役割が明らかに見えて
きた。 
 
③ 共同研究の状態を表すモデルの提案 
科研費代表・分担者情報を用い，近年増加

傾向にある共同研究の状態を表すモデルを
提案し，他機関との共同研究の活性度を表す
共同研究度と研究ネットワークの多様度を
導出した。研究機関別にこれら 2指標と研究
の質を比較することで提案手法の有効性を
示した。 
 
 
(3) ウェブから大学の産学連携研究の収集・

分類方法の構築 
 大学の研究実態をタイムリーに把握する
には Web 上の情報が有用であり不可欠であ
る。このことから，本研究は Web 上の大学・
企業のプレスリリースに着目して，産学連携
関連情報を収集・分類する手法の構築を進め
た。3 年間にさまざまな実験や研究を行い，
国際学会等に研究成果を発表している。これ
らの研究結果を踏まえ，SVM (Support Vector 
Machine) により産学連携か否かを判別し，
LDA (Latent Dirichlet Allocation) により
トピックに応じて分類する手法を検討した。
トピック分類は通常，内容に関する分類に用
いられるが，本実験により産学連携研究開発
文書の判別に使える可能性が示唆された。今
後は，LDA の判別性能を検討するとともに，
多次元評価に不可欠となる異なるデータ間
の分野分類のマッピングへの適用を検討す
る予定である。 
 
 
(4) その他 

上述した論文や，科研費データ，そしてウ
ェブ情報以外に，特許データ，ウェブや新聞
メディアにおけるプレスリリースといった
多様なアウトプット指標にも着目し，大学の
研究活性度や大学間研究ネットワークを実
証的に分析し，大学の研究規模・研究活動に



おける産学連携や国際化の特徴等，さまざま
な点において大学間で大きく異なることな
どの知見が得られた。 
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